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　令和４年度も新型コロナウイルス感染症が猛威を振る
い、８月末から連日岡山県では、過去最高の感染者数を更
新する中での２学期スタートとなりました。そのような状況に
もかかわらず、第50回ＪＡ共済岡山県小・中学生書道コン
クールに岡山県下485校の小・中学校から16,370点もの作
品が寄せられました。参加してくださった小・中学生の皆さ
ん、ご指導くださった先生方やご家族の方々に、深く感謝申
しあげますとともに、このようにたくさんの素晴らしい作品に
今年もまた出会えたことを大変うれしく思います。
　中でも上位18点に選ばれた皆さんの作品は、一枚一枚
集中して堂 と々書き上げられた、日頃からの練習量の多さ
がうかがえる申し分のない作品ばかりで、審査をするのに
大変苦慮しました。最終的に選ばれた上位入賞作品は、
第66回ＪＡ共済全国小・中学生書道コンクールに出品され
ます。全国コンクールにおいても、上位入賞を果たされるこ
とを楽しみにしています。
　本書道コンクールの審査に当たっては、小学校１年生か
ら中学校３年生までの成長の段階も考慮しながら、次の３
点を審査基準にしました。
（1）規模雄大にして健康的なもの
（どの文字も伸び伸びと、字配りよく書けていて、作
品全体から力強さが感じられるもの）

（2）習熟した穏健なもの
（練習を積み重ねることによって、字形の整え方や筆
使いの基礎基本が身に付いているもの）

（3）個性的で清新なもの
（自分の持ち味が出ていて、すがすがしく感じられ
るもの）

　これらの審査基準を満たすには、点画の筆遣いや字形
に気を付けて書くとともに、点画の長短や方向、画と画と
の接し方、文字の大きさや中心、文字と文字との間の取り
方、用紙の余白の取り方、課題と名前との調和、書くス
ピード、筆の押さえ方など、多くの点に配慮しながら書いて
いくことが大切です。
　そして、何より納得のいくまで何枚も何枚も練習を重ね
る意欲と根気強い努力が必要だと思います。どこをどう直
せばよいかを一枚ごとに振り返りながら練習を積み重ねるこ
とで、一点一画の隅 ま々で気持ちが行き届くようになり、正し
く整った、美しい文字が書けるようになっていきます。さらに、
筆圧や運筆の仕方によって、次第に線にリズムや深みが出
てきて、その人ならではの個性が発揮された作品となりま
す。このような過程を通して、毛筆で文字を書くことのおもし
ろさもきっと実感できるようになってくるでしょう。

　自らの手で文字を書く機会が徐々に減りつつある現代
社会ですが、ぜひこれからも毛筆で文字を書くことを楽し
みながら継続していってほしいと思います。そして、練習を
積み重ねることによって、自分らしさを表現し、人の心に感
銘を与える美しい毛筆文字が書けるよう、さらに精進される
ことを期待しています。
　最後になりましたが、本書道コンクールの実施にあたり、
日頃からご指導くださっている先生方をはじめ、子どもたち
にこのような作品発表の場を提供くださったＪＡグループ岡
山、ＪＡ共済連岡山の方々など、お世話になった皆さんに心
から感謝を申しあげます。また、今回の書道コンクールに挑
戦した皆さんが、今まで以上に書道に親しみ、日本の伝統
文化を守り育みながら、豊かな心を養われていくことを願っ
て総評とします。

書道コンクール審査総評ごあいさつ

今年も新型コロナウイルスの影響が続く大変な状況のなか
で過ごした夏休みにもかかわらず、児童・生徒の皆さんが熱心
に取り組まれ、数多くの作品をご応募いただきましたことに厚く
御礼申しあげます。
令和４年度の書道コンクールには岡山県下小・中学校485

校から半紙・条幅合わせて16,370点、そして交通安全ポスター
コンクールには295校から4,417点と多数のご応募をいただきま
した。
数多くの優れた作品の中から見事入賞された皆さま、誠に

おめでとうございます。
当コンクールの実施にあたりましては、岡山県をはじめ各関

係団体、県下小・中学校の先生方、保護者の皆さま、そして審
査員の先生方に多大なるご協力をいただきました。あらためま
して厚く御礼申しあげます。
おかげさまで、今回で書道は50回目、交通安全ポスターは

45回目の記念すべき節目を迎えることができ、本県有数の歴史
あるコンクールとして高い評価をいただいております。
「書道コンクール」では、文字を手書きにすることが少なく
なっている現代、正しい姿勢で呼吸を整え、作品としての素晴
らしさはもちろんですが、児童・生徒の皆さんの集中力や忍耐
力も伝わってくるようです。
一方「交通安全ポスターコンクール」は、構図や色づかいな

ど多くの工夫が凝らされ、個性的で創造力に溢れた作品から、
児童・生徒の皆さんの交通安全への真摯な願いが伝わります。
当コンクールへの参加を通じて、次世代を担う子どもたち

が、交通安全への意識を高めて安全に暮らせること、そして助
け合いや思いやりの気持ちを育みながら心豊かな大人に成長
してくれることを願っています。
来年もまた素晴らしい作品に出会えることをご期待申しあ

げ、ご挨拶とさせていただきます。

審査員長

恒次　宏晃
（岡山県習字教育研究会会長）

全国共済農業協同組合連合会岡山県本部

本部長　武田　一朗
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有信　舞
（倉敷市立茶屋町小学校6年）JA晴れの国岡山（岡山西）

筆遣いの基本がしっかりしており、字形の
みならず作品全体から勢いと力強さが感じ
られます。配置が難しい四文字の課題を見
事に半紙に収めました。

西井　結惟
（岡山県立倉敷天城中学校1年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

気脈の一貫性、点画の連続など、行書の特徴
を存分に生かして書けています。整った字形
と課題の四文字のバランスが絶妙で、明るく
伸び伸びと表現されています。
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岡山県知事賞

梅田　梨瑚
（倉敷市立玉島小学校6年）JA晴れの国岡山（岡山西）

基礎基本を身につけた正しい筆遣いで、漢字と
仮名がよく調和し、名前の配置も見事です。美
しく、ゆったりした味わいの感じられる素晴ら
しい作品です。

3 4

秋田　姫依
（岡山県立倉敷天城中学校2年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

安定した行書の筆遣いで、堂々と書き上げた迫力
のある作品です。一点一画に心をこめた豊かな線
で、それぞれの字に重みとリズムを感じます。
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後
ま
で
一
貫
し
て
い
て
、
全
体
の
構
成
も
実
に
見
事
で
す
。

岡山県知事賞

梅田　梨瑚
（倉敷市立玉島小学校6年）JA晴れの国岡山（岡山西）

基礎基本を身につけた正しい筆遣いで、漢字と
仮名がよく調和し、名前の配置も見事です。美
しく、ゆったりした味わいの感じられる素晴ら
しい作品です。
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秋田　姫依
（岡山県立倉敷天城中学校2年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

安定した行書の筆遣いで、堂々と書き上げた迫力
のある作品です。一点一画に心をこめた豊かな線
で、それぞれの字に重みとリズムを感じます。

キョショー

キョショー

山
水

　伊
都

（
倉
敷
市
立
児
島
小
学
校
4
年
）Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山（
倉
敷
か
さ
や
）

一
点
一
画
の
隅
々
ま
で
気
力
の
充
実
感
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
練
習
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
確
か
な
筆

遣
い
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
課
題
四
文
字
の
漢
字
と
平
仮
名
の
調
和
も
見
事
で
す
。



熊
野

　晃
太

（
岡
山
市
立
吉
備
小
学
校
1
年
）J
A
岡
山

紙
い
っ
ぱ
い
に
力
強
く
堂
々
と
書
け
ま
し
た
。
一
字
一
字
に
勢
い
が
あ
り
、
体
全
体
を
使
っ
て
筆
を

動
か
し
て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
氏
名
も
、
余
白
を
生
か
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

林　皇士朗
（倉敷市立船穂小学校5年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

用紙に収めにくい文字が多い課題を、配置よ
く伸び伸びと書き上げているため、作品全体
に重みと広がりが感じられます。四文字の課
題と学年、氏名が見事に調和しています。

津
崎

　春
馬

（
岡
山
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校
5
年
）J
A
岡
山

切
れ
の
あ
る
線
で
一
筆
一
筆
を
リ
ズ
ム
よ
く
運
筆
し
て
い
る
た
め
、
作
品
全
体
が
明
る
く
、
初
夏
の

豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
氏
名
も
配
置
よ
く
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

磯
田

　美
涼

（
津
山
市
立
鶴
山
中
学
校
3
年
）Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山（
津
山
）

熟
練
さ
れ
た
落
ち
着
き
の
あ
る
筆
遣
い
か
ら
は
、
充
実
し
た
気
力
の
安
定
が
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

漢
字
と
平
仮
名
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、
作
品
全
体
と
し
て
の
構
成
も
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

岡山県農業協同組合中央会会長賞

全国共済農業協同組合連合会岡山県本部本部長賞　金賞

小倉　桜子
（朝日塾小学校2年）JA岡山

平仮名三文字を半紙にうまく収めることがで
きました。軽やかにリズムよく筆を運び、生
き生きとして明るさも感じられる、魅力的な
作品です。

洲脇　千絹
（ノートルダム清心女子大学附属小学校3年）ＪＡ岡山

点画のつながりが自然で、半紙いっぱいに平
仮名四文字を上手く収めています。力強く
どっしりと書き上げた、躍動感が感じられる
作品です。

湯浅　里映
（岡山市立吉備小学校1年）JA岡山

ゆったりと伸びやかに筆を運び、次の画への
つながりにも気をつけながら書いた様子がよ
く伝わってきます。筆遣いに力強さも感じら
れます。

岡山県習字教育研究会会長賞
岡
本

　咲
耶

（
倉
敷
市
立
赤
崎
小
学
校
3
年
）J
A
晴
れ
の
国
岡
山（
倉
敷
か
さ
や
）

筆
力
の
あ
る
線
で
堂
々
と
書
き
上
げ
た
迫
力
の
あ
る
作
品
で
す
。
竹
と
ん
ぼ
が
空
高
く
勢
い
よ
く
飛

ん
で
い
く
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
氏
名
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
丁
寧
に
書
け
て
い
ま
す
。

摸
利

　優
愛

（
玉
野
市
立
東
児
中
学
校
1
年
）J
A
岡
山

柔
ら
か
み
の
あ
る
線
質
で
、
明
る
く
伸
び
伸
び
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
脈
の
一
貫
性
、

点
画
の
連
続
な
ど
、
行
書
の
リ
ズ
ム
と
字
形
が
見
事
に
調
和
し
た
実
に
素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
。

植田　和希
（岡山市立平島小学校4年）ＪＡ岡山

一点、一画をおろそかにせず、基本に忠実
な筆遣いで堂々と書き上げています。学年、
氏名も配置よく一字一字が丁寧に書かれて
います。
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小橋　史旺
（岡山大学教育学部附属中学校3年）ＪＡ岡山

深みのある筆遣いと余白を生かした字配りで、
作品全体からゆったりとした味わいと温かみ
が感じられます。課題と名前の調和も申し分
なく、大変洗練された格調高い作品です。
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小橋　史旺
（岡山大学教育学部附属中学校3年）ＪＡ岡山

深みのある筆遣いと余白を生かした字配りで、
作品全体からゆったりとした味わいと温かみ
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岡山市立吉備小学校

岡山市立平島小学校

倉敷市立茶屋町小学校

JA

JA

JA

岡山

岡山

晴れの国岡山（岡山西）

倉敷市立児島小学校

岡山大学教育学部附属中学校
JA

JA

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡山

高梁市立玉川小学校
JA 晴れの国岡山（びほく）

高梁市立川上中学校
JA 晴れの国岡山（びほく）

岡山市立平福小学校
JA岡山

倉敷市立玉島小学校
JA晴れの国岡山（岡山西）

最優秀賞
（2校）

優 秀 賞
（5校）

努 力 賞
（2校）

銅　　　　賞

学　校　賞

氏　　　名 半・条 学　校　・　学　年 経由ＪＡ
藤井　結斗
佐野　　楓
末吉　智博
竹川　　遙
古城　奏来
三瓶奈都姫
船倉　由衣
石井　萌衣
石崎　寧々
有信　日菜
原田帆乃香
島本　千愛
籔田　彩乃
塩田　隼也
上川　佳紘
伊丹　真穂
谷井　優斗
大橋　宥生
朝賀　芽生
安田　　紬
矢野　心椛
薬師寺康晟
古城　青暉
西尾　武紘
川西ゆい夏
大木　　愛
寺﨑　咲羽
橘　　紗伽
金光　安衣
磯崎　　夢
髙畠　美波
竹内　寧音
岡﨑　一真
立花真奈香
髙畠　柑奈
林　　莉渚

条
条
半
半
条
条
条
条
条
条
条
半
半
半
条
条
条
条
半
条
条
半
条
条
半
半
条
条
半
条
半
条
条
条
条
半

倉 敷 市 立 琴 浦 西 小 学 校
早 島 町 立 早 島 小 学 校
岡 山 市 立 西 小 学 校
赤 磐 市 立 山 陽 北 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
岡 山 市 立 高 島 小 学 校
岡 山 市 立 灘 崎 小 学 校
倉 敷 市 立 中 庄 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 沙 美 小 学 校
倉 敷 市 立 味 野 小 学 校
美 咲 町 立 柵 原 西 小 学 校
岡 山 市 立 南 輝 小 学 校
岡 山 市 立 西 小 学 校
朝 日 塾 小 学 校
井 原 市 立 西 江 原 小 学 校
倉 敷 市 立 中 島 小 学 校
倉 敷 市 立 味 野 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
津 山 市 立 一 宮 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 吉 備 小 学 校
倉 敷 市 立 万 寿 小 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
岡 山 県 立 倉 敷 天 城 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
倉 敷 市 立 福 田 南 中 学 校

晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山東）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（倉敷かさや）

1
1
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
1
1
2
2
3
3

氏　　　名 半・条 学　校　・　学　年 経由ＪＡ
熊野　晃太
湯浅　里映
東　依知花
岩崎　光莉
竹川　　遙
　山　華奈
植田　美幸
植田　美幸
繁定　美月
山本　　元
船倉　由衣
太田　　鈴
難波琉貴人
難波琉貴人
石井　萌衣
藤原　玄飛
從野　友毅
有信　日菜
原田帆乃香
金光　夏音
石﨑　雅人
熊野　日向
緒方　美南
旭　　真央
山水　伊都
樋口　和奏
平田　莉楓
山本由莉愛
上原　葵乃
安田　　紬
矢野　心椛
薬師寺康晟
津崎　春馬
北村　文乃
古城　青暉
竹原　　綾
鳥越　楓香
中井　麻帆
寺﨑　咲羽
橘　　紗伽
有信　　舞
梅田　梨瑚
谷井　祐月
笠原　珠希
久安　歩未
山中　千鶴
井上　凛音
池下　遥登
長原　優衣
植盛　望愛
梅田　梨里
西本日向子
竹内　杏珠
中林恵理歩

半
条
半
半
条
条
半
条
条
条
半
半
半
条
半
条
条
半
半
条
条
半
半
半
半
条
条
半
条
半
半
条
半
半
半
半
条
条
半
半
条
半
条
条
条
条
半
条
半
条
半
条
半
条

岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
岡 山 市 立 灘 崎 小 学 校
赤 磐 市 立 山 陽 北 小 学 校
倉 敷 市 立 本 荘 小 学 校
倉 敷 市 立 児 島 小 学 校
倉 敷 市 立 児 島 小 学 校
津 山 市 立 向 陽 小 学 校
岡 山 市 立 津 島 小 学 校
岡 山 市 立 高 島 小 学 校
岡 山 市 立 平 島 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
岡 山 市 立 灘 崎 小 学 校
倉 敷 市 立 庄 小 学 校
倉 敷 市 立 庄 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 沙 美 小 学 校
倉 敷 市 立 万 寿 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
浅 口 市 立 六 条 院 小 学 校
倉 敷 市 立 児 島 小 学 校
津 山 市 立 林 田 小 学 校
津 山 市 立 林 田 小 学 校
津 山 市 立 林 田 小 学 校
久 米 南 町 立 誕 生 寺 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡山大学教育学部附属小学校
倉 敷 市 立 天 城 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
鏡 野 町 立 南 小 学 校
岡 山 市 立 東 疇 小 学 校
玉 野 市 立 鉾 立 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 玉 島 小 学 校
井 原 市 立 西 江 原 小 学 校
井 原 市 立 井 原 小 学 校
井 原 市 立 井 原 小 学 校
岡 山 市 立 福 浜 中 学 校
清 心 中 学 校
早 島 町 立 早 島 中 学 校
岡山大学教育学部附属中学校
倉 敷 市 立 北 中 学 校
倉 敷 市 立 玉 島 東 中 学 校
岡 山 市 立 竜 操 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
倉 敷 市 立 庄 中 学 校

岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山東）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）

1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
1
1
1
2
2
2
3
3
3

銀　　　　賞
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岡山市立吉備小学校

岡山市立平島小学校

倉敷市立茶屋町小学校

JA

JA

JA

岡山

岡山

晴れの国岡山（岡山西）

倉敷市立児島小学校

岡山大学教育学部附属中学校
JA

JA

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡山

高梁市立玉川小学校
JA 晴れの国岡山（びほく）

高梁市立川上中学校
JA 晴れの国岡山（びほく）

岡山市立平福小学校
JA岡山

倉敷市立玉島小学校
JA晴れの国岡山（岡山西）

最優秀賞
（2校）

優 秀 賞
（5校）

努 力 賞
（2校）

銅　　　　賞

学　校　賞

氏　　　名 半・条 学　校　・　学　年 経由ＪＡ
藤井　結斗
佐野　　楓
末吉　智博
竹川　　遙
古城　奏来
三瓶奈都姫
船倉　由衣
石井　萌衣
石崎　寧々
有信　日菜
原田帆乃香
島本　千愛
籔田　彩乃
塩田　隼也
上川　佳紘
伊丹　真穂
谷井　優斗
大橋　宥生
朝賀　芽生
安田　　紬
矢野　心椛
薬師寺康晟
古城　青暉
西尾　武紘
川西ゆい夏
大木　　愛
寺﨑　咲羽
橘　　紗伽
金光　安衣
磯崎　　夢
髙畠　美波
竹内　寧音
岡﨑　一真
立花真奈香
髙畠　柑奈
林　　莉渚

条
条
半
半
条
条
条
条
条
条
条
半
半
半
条
条
条
条
半
条
条
半
条
条
半
半
条
条
半
条
半
条
条
条
条
半

倉 敷 市 立 琴 浦 西 小 学 校
早 島 町 立 早 島 小 学 校
岡 山 市 立 西 小 学 校
赤 磐 市 立 山 陽 北 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
岡 山 市 立 高 島 小 学 校
岡 山 市 立 灘 崎 小 学 校
倉 敷 市 立 中 庄 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 沙 美 小 学 校
倉 敷 市 立 味 野 小 学 校
美 咲 町 立 柵 原 西 小 学 校
岡 山 市 立 南 輝 小 学 校
岡 山 市 立 西 小 学 校
朝 日 塾 小 学 校
井 原 市 立 西 江 原 小 学 校
倉 敷 市 立 中 島 小 学 校
倉 敷 市 立 味 野 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
津 山 市 立 一 宮 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 吉 備 小 学 校
倉 敷 市 立 万 寿 小 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
岡 山 県 立 倉 敷 天 城 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
倉 敷 市 立 福 田 南 中 学 校

晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山東）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（倉敷かさや）

1
1
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
1
1
2
2
3
3

氏　　　名 半・条 学　校　・　学　年 経由ＪＡ
熊野　晃太
湯浅　里映
東　依知花
岩崎　光莉
竹川　　遙
　山　華奈
植田　美幸
植田　美幸
繁定　美月
山本　　元
船倉　由衣
太田　　鈴
難波琉貴人
難波琉貴人
石井　萌衣
藤原　玄飛
從野　友毅
有信　日菜
原田帆乃香
金光　夏音
石﨑　雅人
熊野　日向
緒方　美南
旭　　真央
山水　伊都
樋口　和奏
平田　莉楓
山本由莉愛
上原　葵乃
安田　　紬
矢野　心椛
薬師寺康晟
津崎　春馬
北村　文乃
古城　青暉
竹原　　綾
鳥越　楓香
中井　麻帆
寺﨑　咲羽
橘　　紗伽
有信　　舞
梅田　梨瑚
谷井　祐月
笠原　珠希
久安　歩未
山中　千鶴
井上　凛音
池下　遥登
長原　優衣
植盛　望愛
梅田　梨里
西本日向子
竹内　杏珠
中林恵理歩

半
条
半
半
条
条
半
条
条
条
半
半
半
条
半
条
条
半
半
条
条
半
半
半
半
条
条
半
条
半
半
条
半
半
半
半
条
条
半
半
条
半
条
条
条
条
半
条
半
条
半
条
半
条

岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
岡 山 市 立 灘 崎 小 学 校
赤 磐 市 立 山 陽 北 小 学 校
倉 敷 市 立 本 荘 小 学 校
倉 敷 市 立 児 島 小 学 校
倉 敷 市 立 児 島 小 学 校
津 山 市 立 向 陽 小 学 校
岡 山 市 立 津 島 小 学 校
岡 山 市 立 高 島 小 学 校
岡 山 市 立 平 島 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
岡 山 市 立 曽 根 小 学 校
岡 山 市 立 灘 崎 小 学 校
倉 敷 市 立 庄 小 学 校
倉 敷 市 立 庄 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 沙 美 小 学 校
倉 敷 市 立 万 寿 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
浅 口 市 立 六 条 院 小 学 校
倉 敷 市 立 児 島 小 学 校
津 山 市 立 林 田 小 学 校
津 山 市 立 林 田 小 学 校
津 山 市 立 林 田 小 学 校
久 米 南 町 立 誕 生 寺 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 竜 之 口 小 学 校
岡 山 市 立 吉 備 小 学 校
岡山大学教育学部附属小学校
倉 敷 市 立 天 城 小 学 校
浅 口 市 立 金 光 小 学 校
鏡 野 町 立 南 小 学 校
岡 山 市 立 東 疇 小 学 校
玉 野 市 立 鉾 立 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 茶 屋 町 小 学 校
倉 敷 市 立 玉 島 小 学 校
井 原 市 立 西 江 原 小 学 校
井 原 市 立 井 原 小 学 校
井 原 市 立 井 原 小 学 校
岡 山 市 立 福 浜 中 学 校
清 心 中 学 校
早 島 町 立 早 島 中 学 校
岡山大学教育学部附属中学校
倉 敷 市 立 北 中 学 校
倉 敷 市 立 玉 島 東 中 学 校
岡 山 市 立 竜 操 中 学 校
玉 野 市 立 東 児 中 学 校
倉 敷 市 立 庄 中 学 校

岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山東）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（倉敷かさや）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（津山）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）
晴れの国岡山（岡山西）
岡　　　　山
岡　　　　山
晴れの国岡山（岡山西）

1
1
1
1
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
1
1
1
2
2
2
3
3
3

銀　　　　賞
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薮田　真義 （岡山市立西大寺中学校1年）ＪＡ岡山
東京オリンピックの開会式で話題となった、ピクトグラム（絵文字）を使ったアイデアあふれるポスターです。自転車の危険な
運転を単純な形で、わかりやすく示しています。また、ポスターに添えられているコピー（言葉）も、危険を知らせてくれています。

石戸　心菜
（岡山市立御津南小学校6年）ＪＡ岡山

暗い夜に光る蛍のように、車のヘッドライト
や歩行者の夜行タスキなどの光が目印となり、
安全を呼び掛ける場面を、構図を工夫して表
しています。背景の暗い色に、明るい黄色が
よく映えていて、見る人の目を引くポスター
に仕上がっています。

岡山県知事賞

109

ガショー

　コロナ禍での生活が3年目となりましたが、昨年同様、県

下の小・中学校から交通安全を願う多数のポスターが届き

ました。

　現在の私たちの社会は、交通網が発達し、車やバイク、自

転車などの移動手段が身近にあり、子どもから大人まで全

ての人々にとって、交通マナーやルールを守ることは、安全

な生活のために大切なことです。そのような点から、このポ

スターコンクールは、子どもたちがポスターを描くことを通し

て、交通安全に関する好ましい姿や、危険な場面を思い浮

かべることで、交通安全を願う気持ちや、互いを思いやる心

を育てるよい機会であると思います。

　小学生の皆さんの作品は、道路を横断する時の様子や、

通学路を見守ってくださっている方などを取り上げて、安全

な場面や危険な場面を、素直にのびのびと表現したものが

多く見られました。

　中学生の皆さんの作品は、自転車に乗る時のマナーや、

歩行中や運転中のスマホ等の使用、危険運転など、身の回

りの様々な交通に関する場面を取り上げて、構図や配色、

表現方法、効果的な標語を工夫して、伝えたい内容を見る

人に印象強くアピールする作品が多く見られました。

　子どもたちが、それぞれの年齢に応じて、交通に関する

事柄を身の回りから敏感に感じ取り、交通安全についての

テーマを見つけ、自分なりに表現方法を工夫して呼びかけ

ていることに感心しました。

　審査に当たっては、子どもたち一人一人の思いにできる

だけ寄り添うように心掛けました。どの作品もそれぞれのよ

さがあり、審査員一同、大変苦労しました。そのような中で

も、自分が伝えたい内容に真剣に向き合い、自分なりの工夫

を凝らして主題に迫り一生懸命表現したポスターは、見る

人の心に訴える力があると感じました。

　指導される先生方や保護者の方には、これからも子ども

たち一人一人の思いや個性を大切にしながら指導してい

ただきたいと思います。

　最後になりましたが、このコンクールの実施に当たり、ご理

解とご協力を賜りました皆さまに、心から感謝を申しあげま

すとともに、この交通安全ポスターコンクールが、子どもたち

の交通安全意識の高揚に役立ち、事故のない明るく思い

やりにあふれる社会づくりにつながっていくように心から願っ

ています。

審査員長

渡邉　昌子
 （倉敷市立玉島東中学校校長）

交通安全ポスターコンクール審査総評
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眞鍋　碧太
（里庄町立里庄西小学校5年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

右上から斜めに注がれているビールと、中央の車や、
グラスの中で泡と共に沈んでいる車のイラストが、
飲酒運転の恐ろしさを、わかりやすく伝えています。
明度差のある配色と、イラストやコピー（言葉）の
アイデア、構図の工夫がすばらしいポスターです。

常國　翔生
（玉野市立玉原小学校3年）ＪＡ岡山

横断歩道の手前で車を停めて、歩行者や車いすの人を横断さ
せてあげる様子を、明るい表情で表しています。「やさしさ
　ゆうせん」というコピー（言葉）も、場面によく合っていて、
見る人の心を温かくしてくれるポスターになっています。

岡山県議会議長賞

岡山県警察本部長賞

石戸　仁菜
（岡山市立御津南小学校4年）ＪＡ岡山

自転車の傘さし運転は違反ですということを、カッパのイラストを
使ってユーモラスに伝えています。画面全体に短い斜線を入れるこ
とで、雨が降っている臨場感が伝わってきます。背景の色に対して、
カッパの黄色や傘の赤色、文字の色などがよく目立っています。

小川　陽葵
（備前市立片上小学校2年）JA晴れの国岡山（岡山東）

白線の内側を一列で歩いて通学している様子を、縦長
の画用紙を効果的に使って表しています。左端に見え
ている車に気をつけながら、車道に出ないように歩い
ている感じがとてもよく伝わってきます。黄色の帽子
が、縦のリズムを作り、よいアクセントになっています。

中西　玲央
（倉敷市立西中学校3年）ＪＡ晴れの国岡山（倉敷かさや）

右左折時にウインカーを出さないドライバーが多い岡山県の現
状をわかりやすく表しています。他県には、この路面標示がほ
とんどないそうです。時代にマッチしたアイデアあふれるポス
ターです。よく目立つ配色で、丁寧に仕上げられています。

三⻆　榎恋
（岡山市立西大寺中学校2年）ＪＡ岡山

危険な場面と安全な場面を並べて描くことで、交通マ
ナーについて考えさせられるポスターです。思いやり
や優しさが、よい交通マナーにつながることを、右下
のコピー（言葉）の縦横を上手に使って表しています。
登場人物の表情も場面の雰囲気によく合っています。

信号を守ることが大切ですということを、手
を上げて横断歩道を渡る笑顔の子どもが教え
てくれるポスターです。はっきりした色を
使って、伝えたいことを素直にのびのびと表
しているところに、ほほえましさを感じます。

榊　奏翔
（早島町立早島小学校1年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山西）

乗り物にちなんだ人の一生をかわいいイラストで表し、免許返
納について考えてもらうポスターです。画面を斜めに区切り、
イラストとコピー（言葉）の配置を工夫しています。明るい色
調で細部まで丁寧に仕上げていて、努力の跡がうかがえます。

池田　百晏
（真庭市立久世中学校1年）ＪＡ晴れの国岡山（真庭）
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三谷　幸永
（笠岡市立金浦小学校5年）ＪＡ晴れの国岡山（倉敷かさや）

黒と白の横断歩道に、手を上げて横断歩道を渡る人物と、
標識に囲まれた車をバランスよく配置し、迫力あるポスター
になっています。イラストに負けない配色の文字も効果的
で、交通ルールを守る気持ちがしっかりと伝わってきます。

湯谷　真央
（岡山市立宇野小学校4年）JA岡山

自転車に乗る人も歩行者も、交通ルールを守ることの大切
さを訴えるポスターです。危険な場面を単純な形のイラス
トで明確に表し、目を引くように工夫されています。中央
のコピー（言葉）に、見る人もハッとさせられることでしょう。

松本　紬希
（倉敷市立赤崎小学校3年）ＪＡ晴れの国岡山（倉敷かさや）

ヘルメットをかぶってから、自転車に乗りましょ
うということが、シンプルに伝わるポスターです。
大きく描いた人物の明るい表情が、安心安全を
知らせてくれています。はっきりとした色を
使っていて、よく目立つように工夫されています。

岩根　碧依
（岡山市立浦安小学校1年）ＪＡ岡山

ドライバーと歩行者の笑顔や、大きな虹が、明るくほのぼのと
した雰囲気を作っています。スピードを落として停まってくれ
たドライバーの優しさと、子どもたちの感謝の気持ちが素直に
表されていて、温かい気持ちが伝わるポスターになっています。

岡山県中学校教育研究会会長賞

岡山県農業協同組合中央会会長賞

越智　彩葉
（倉敷市立西中学校3年）ＪＡ晴れの国岡山（倉敷かさや）

イヤホンをしている上に、スマートフォンを手に
していて、信号や標識、車の音に注意を払えない
状態が危険であるということを、イラストでわか
りやすく示しています。灰色のグラデーションの
背景が、危険で不安な雰囲気を表しています。

森下　真弥
（高梁市立高梁北中学校2年）ＪＡ晴れの国岡山（びほく）

スマートフォンの使用が、信号に気づかず、命
の危険につながるということを伝えてくれるポ
スターです。中央に不安そうな表情の人物を描
き、赤信号をバランスよく左右に配置しています。
背景の黄色が、人物をより引き立たせています。

繁定　実玲
（赤磐市立山陽東小学校６年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山東）

さわやかな配色で、横断歩道の手前で停まってく
れたドライバーに感謝する場面が、丁寧に描かれ
ています。街路樹に重ねた白色の文字もよく目立
つように工夫されています。歩行者優先のドライ
バーの思いやりが伝わってくるポスターです。

森本　華
（赤磐市立山陽小学校2年）ＪＡ晴れの国岡山（岡山東）

上げた手を大きく描き、そこに「て」という赤
色の文字を重ねて、注目させるように工夫して
います。青信号で手を上げて横断歩道を渡るこ
とを、力強く訴えています。文字の配置や「わ
たろう」を大きくして、目立つようにしています。
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高梁市立高梁北中学校
JA晴れの国岡山（びほく）

里庄町立里庄西小学校
JA晴れの国岡山（岡山西）

倉敷市立西中学校
JA晴れの国岡山（倉敷かさや）

最優秀賞
（2校）

優 秀 賞
（5校）

努 力 賞
（2校）

銅　　　　賞

学　校　賞

氏　　　名 学　校　・　学　年 経由ＪＡ

市原　杏海

高井　琉仁

忠田　美結

みなみはやと

武元　蒼波

芦田　愛莉

橋本　幸樹

齊藤　航成

友信　紗来

伊田　慈温

中尾　衣里

村合　樹奈

鈴木ひなみ

泉原　怜舞

岩崎　礼花

松本　小和

西川　夕尋

山内　結現

備 前 市 立 三 石 小 学 校

浅 口 市 立 六 条 院 小 学 校

岡 山 市 立 宇 野 小 学 校

備 前 市 立 伊 部 小 学 校

赤 磐 市 立 山 陽 西 小 学 校

真 庭 市 立 勝 山 小 学 校

就 実 小 学 校

早 島 町 立 早 島 小 学 校

岡 山 市 立 吉 備 小 学 校

新 見 市 立 神 代 小 学 校

岡 山 市 立 福 田 小 学 校

和 気 町 立 和 気 小 学 校

岡山県立岡山大安寺中等教育学校

倉敷市立倉敷第一中学校

玉 野 市 立 宇 野 中 学 校

瀬 戸 内 市 立 邑 久 中 学 校

笠 岡 市 立 笠 岡 東 中 学 校

鏡 野 町 立 鏡 野 中 学 校

晴れの国岡山（岡山東）

晴れの国岡山（岡山西）

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山東）

晴れの国岡山（岡山東）

晴れの国岡山（真庭）

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山西）

岡　　　　山

晴れの国岡山（新見）

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山東）

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

晴れの国岡山（津山）

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

1

1

2

2

3

3

氏　　　名 学　校　・　学　年 経由ＪＡ

後藤　　仁

平田　彩葉

大西　陽大

植田　陽輝

佐藤礼太郎

北川　一瑳

林　知奈美

山田　一颯

稲見　好晟

水畑　　湊

笹埜　愛莉

白神　颯介

奥谷　心咲

岡嵜　宇多

坂本有紀奈

鳥越　結音

上田　雅也

濱松　悠花

竹本　梨乃

奥山　香帆

笠原みつき

柳田　雪華

稲岡　史栞

谷川　真優

真壁　梨乃

仁後依緒里

牧野　諒華

岡 山 市 立 南 輝 小 学 校

倉 敷 市 立 倉 敷 南 小 学 校

倉 敷 市 立 水 島 小 学 校

岡 山 市 立 妹 尾 小 学 校

就 実 小 学 校

里 庄 町 立 里 庄 西 小 学 校

岡 山 市 立 豊 小 学 校

笠 岡 市 立 中 央 小 学 校

笠 岡 市 立 神 島 外 小 学 校

岡 山 市 立 中 山 小 学 校

赤 磐 市 立 桜 が 丘 小 学 校

倉敷市立第一福田小学校

岡 山 市 立 伊 島 小 学 校

岡 山 市 立 芳 泉 小 学 校

笠 岡 市 立 中 央 小 学 校

岡 山 市 立 富 山 小 学 校

岡 山 市 立 浦 安 小 学 校

倉 敷 市 立 味 野 小 学 校

岡 山 市 立 福 南 中 学 校

岡 山 市 立 京 山 中 学 校

倉 敷 市 立 福 田 中 学 校

岡 山 市 立 上 南 中 学 校

岡 山 市 立 西 大 寺 中 学 校

赤 磐 市 立 桜 が 丘 中 学 校

岡 山 市 立 福 南 中 学 校

真 庭 市 立 久 世 中 学 校

鏡 野 町 立 鏡 野 中 学 校

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山西）

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山東）

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山東）

岡　　　　山

晴れの国岡山（真庭）

晴れの国岡山（津山）

1

1

1

2

2

2

3

3

3

4

4

4

5

5

5

6

6

6

1

1

1

2

2

2

3

3

3

銀　　　　賞

ガショー



15 16

岡山市立宇野小学校

岡山市立浦安小学校

赤磐市立山陽小学校

JA

JA

JA

岡山

岡山

晴れの国岡山（岡山東）

赤磐市立山陽東小学校

倉敷市立赤崎小学校

JA

JA

晴れの国岡山（岡山東）

晴れの国岡山（倉敷かさや）

高梁市立川面小学校
JA晴れの国岡山（びほく）

高梁市立高梁北中学校
JA晴れの国岡山（びほく）

里庄町立里庄西小学校
JA晴れの国岡山（岡山西）

倉敷市立西中学校
JA晴れの国岡山（倉敷かさや）

最優秀賞
（2校）

優 秀 賞
（5校）

努 力 賞
（2校）

銅　　　　賞

学　校　賞

氏　　　名 学　校　・　学　年 経由ＪＡ

市原　杏海

高井　琉仁

忠田　美結

みなみはやと

武元　蒼波

芦田　愛莉

橋本　幸樹

齊藤　航成

友信　紗来

伊田　慈温

中尾　衣里

村合　樹奈

鈴木ひなみ

泉原　怜舞

岩崎　礼花

松本　小和

西川　夕尋

山内　結現

備 前 市 立 三 石 小 学 校

浅 口 市 立 六 条 院 小 学 校

岡 山 市 立 宇 野 小 学 校

備 前 市 立 伊 部 小 学 校

赤 磐 市 立 山 陽 西 小 学 校

真 庭 市 立 勝 山 小 学 校

就 実 小 学 校

早 島 町 立 早 島 小 学 校

岡 山 市 立 吉 備 小 学 校

新 見 市 立 神 代 小 学 校

岡 山 市 立 福 田 小 学 校

和 気 町 立 和 気 小 学 校

岡山県立岡山大安寺中等教育学校

倉敷市立倉敷第一中学校

玉 野 市 立 宇 野 中 学 校

瀬 戸 内 市 立 邑 久 中 学 校

笠 岡 市 立 笠 岡 東 中 学 校

鏡 野 町 立 鏡 野 中 学 校

晴れの国岡山（岡山東）

晴れの国岡山（岡山西）

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山東）

晴れの国岡山（岡山東）

晴れの国岡山（真庭）

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山西）

岡　　　　山

晴れの国岡山（新見）

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山東）

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

晴れの国岡山（津山）

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

1

1

2

2

3

3

氏　　　名 学　校　・　学　年 経由ＪＡ

後藤　　仁

平田　彩葉

大西　陽大

植田　陽輝

佐藤礼太郎

北川　一瑳

林　知奈美

山田　一颯

稲見　好晟

水畑　　湊

笹埜　愛莉

白神　颯介

奥谷　心咲

岡嵜　宇多

坂本有紀奈

鳥越　結音

上田　雅也

濱松　悠花

竹本　梨乃

奥山　香帆

笠原みつき

柳田　雪華

稲岡　史栞

谷川　真優

真壁　梨乃

仁後依緒里

牧野　諒華

岡 山 市 立 南 輝 小 学 校

倉 敷 市 立 倉 敷 南 小 学 校

倉 敷 市 立 水 島 小 学 校

岡 山 市 立 妹 尾 小 学 校

就 実 小 学 校

里 庄 町 立 里 庄 西 小 学 校

岡 山 市 立 豊 小 学 校

笠 岡 市 立 中 央 小 学 校

笠 岡 市 立 神 島 外 小 学 校

岡 山 市 立 中 山 小 学 校

赤 磐 市 立 桜 が 丘 小 学 校

倉敷市立第一福田小学校

岡 山 市 立 伊 島 小 学 校

岡 山 市 立 芳 泉 小 学 校

笠 岡 市 立 中 央 小 学 校

岡 山 市 立 富 山 小 学 校

岡 山 市 立 浦 安 小 学 校

倉 敷 市 立 味 野 小 学 校

岡 山 市 立 福 南 中 学 校

岡 山 市 立 京 山 中 学 校

倉 敷 市 立 福 田 中 学 校

岡 山 市 立 上 南 中 学 校

岡 山 市 立 西 大 寺 中 学 校

赤 磐 市 立 桜 が 丘 中 学 校

岡 山 市 立 福 南 中 学 校

真 庭 市 立 久 世 中 学 校

鏡 野 町 立 鏡 野 中 学 校

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山西）

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山東）

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（倉敷かさや）

岡　　　　山

岡　　　　山

晴れの国岡山（岡山東）

岡　　　　山

晴れの国岡山（真庭）

晴れの国岡山（津山）

1

1

1

2

2

2

3

3

3

4

4

4

5

5

5

6

6

6

1

1

1

2

2

2

3

3

3

銀　　　　賞

ガショー



令和2年度

キョショー

受賞者作品集

ガショー

令和4年度

後援
岡山県・岡山県議会・岡山県警察・岡山県教育委員会・岡山県小学校教育研究会・岡山県中学校教育研究会
岡山県習字教育研究会・JA岡山中央会・山陽新聞社・株式会社日本農業新聞・NHK岡山放送局
RSK山陽放送・OHK岡山放送・TSCテレビせとうち・RNC西日本放送・KSB瀬戸内海放送

主催 JAグループ岡山・JA共済連岡山


